
静岡市のＳＤＧｓ推進
～普及啓発からパートナーシップへ～

2022年8月 静岡市企画課作成



１ はじめに

２ 静岡市の取組

３ 2030年に向けて



（１）日本国内の動き

2 0 1 6年 ５月 「SD G s推進本部」を設置

１２月 「持続可能な開発目標（SDG s）実施指針」を決定

20 1 7年 １２月 「地方創生に向けた自治体SD G s推進事業」についての公表

20 1 8年 ６月 「SD G s未来都市」及び「自治体SD G sモデル事業」の選定開始

８月 「地方創生SDG s官民連携プラットフォーム」を発足

20 1 9年 １２月 「SD G sアクションプラン20 2 0」を策定

20 2 0年 １０月
「地方創生SDG s登録・認証等制度ガイドライン 20 2 0年度
【第一版】」を策定

20 2 1年 １０月 「SD G sに関する自発的国家レビュー（VN R）」を公表。

国が、自治体のＳＤＧｓの取組を後押しし始め、それぞれの自治体でどの
ように取り組んでいくか考え、多種多様なＳＤＧｓの推進が行なわれるよう
になりました。

１ はじめに
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国連で採択されたＳＤＧｓは、当然、日本も取り組まなければならない目標
です。そこで、日本政府（内閣府）では、下記のような取組を始めました。



第３次静岡市総合計画 ＜2015年～2022年＞ 第４次静岡市総合計画
（2022年～2030年）

第4次静岡市
総合計画の策定
に向けて準備

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）＜2015年～2030年＞

2018年2月
総合計画へのＳＤＧｓ組込み表明

2019年4月
静岡市ＳＤＧｓ実施指針の策定

総合計画
×

ＳＤＧｓ
新型コロナ
ウイルス
感染症拡大

目
標
達
成
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１ はじめに
（２）静岡市の動き

静岡市は、各行政分野における政策を明らかにし、中長期的な視点を持って
目標達成に向けて事業を実施するための計画として、「第３次静岡市総合計
画」を2015年に策定しました。
ＳＤＧｓは、人々の暮らしを豊かにするための目標であり、総合計画では

「暮らしの豊かさ」や「持続可能なまちづくり」を目指していたことから、
本市の総合計画とＳＤＧｓとの親和性を感じ、静岡市としてＳＤＧｓの推進を
図ることとなりました。



普及啓発
○各普及啓発事業
ＳＤＧｓウイーク、
マンス、シーズン事業

○ＳＤＧｓ広報紙の発行

○ＳＤＧｓ宣言事業

○庁内各課主催イベントに
おける普及啓発

市政への組込み
○静岡市創生・ＳＤＧｓ推進
本部の設置及び会議の開催

○静岡市ＳＤＧｓ実施指針の
策定

○職員向けＳＤＧｓ研修

○事務事業の実施による
ＳＤＧｓ推進

情報発信
○ＳＤＧｓ未来都市

○Local 2030 Hub
（ＳＤＧｓハブ都市）

○国際的な会議等での情報
発信

○本市事業による情報発信
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（１）取組の３本柱

しかし、今ではよく目にする機会も増えた「ＳＤＧｓ」ですが、取組を開始
することとなった2018年は、まだまだ「ＳＤＧｓ」を聞いたことも、意味を
理解している方も少ない状況でした。
そこで、静岡市ではＳＤＧｓを推進していくために、「市政への組込み」、

「情報発信」、「普及啓発」の３本柱で取り組むこととしました。



静岡市創生・ＳＤＧｓ推進本部会議（2018年4月～）

本部長：市長

副本部長：副市長 2名

ＳＤＧｓ主任者：
各課かい等

静岡市創生・ＳＤＧｓ推進本部

本部員：市理事、教育長、公営企業管理者、
局長級職員、独立機関事務局長 計33名
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（２）市政への組込

ＳＤＧｓ策定以前の平成27年４月、
人口減少対策について検討するため、
庁内で「人口減少対策推進本部会議」
を発足しました。

しかし、長期的には人口減少が避け
られない中、将来にわたって持続可能
な都市であり続けるための議論をする
ため、平成30年４月から、「静岡市
創生・ＳＤＧｓ推進本部会議」と会議
名称及び役割を見直しました。

「静岡市創生・ＳＤＧｓ推進本部
会議」は、地方創生やＳＤＧｓの推進に、
局間連携・官民連携で取り組むために
必要な「情報共有」「協議」「協力
依頼」をする場として開催しています。



静岡市ＳＤＧｓ実施指針（2019年4月）
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（２）市政への組込

全庁でＳＤＧｓを推進するため、本市にお
ける取組姿勢（市政への組込み、情報発信、
普及啓発）や職員の業務遂行、各局・区等の
役割など、業務における取組や、本市のＳＤ
Ｇｓ推進に関し必要な事項を定めた「静岡市
ＳＤＧｓ実施指針」を平成30年４月に策定
しました。

また、各課におけるＳＤＧｓ推進を図るた
めに、各課にＳＤＧｓ主任者を設置し、研修
や普及啓発事業への協力依頼を通じてＳＤＧ
ｓへの理解を深め、各課事業におけるＳＤＧ
ｓ推進のリーダーの育成も行っています。

今後、ＳＤＧｓの視点を市の最上位計画で
ある第４次静岡市総合計画に組み込むことに
より、全庁を挙げてこれまで以上にＳＤＧｓ
に取り組んでいきます。

ＳＤＧｓ主任者研修の様子（Ｒ2年度）

静岡市ＳＤＧｓ実施指針
～持続可能なまちづくりのために～



ＳＤＧｓ未来都市（2018年6月）
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（３）情報発信

内閣府では、ＳＤＧｓの理念に沿った基本的・総合的取組を推進し、特に経
済、社会、環境の３側面における新しい価値創造を通して、持続可能な開発を
実現するポテンシャルが高い都市を「ＳＤＧｓ未来都市」に選定しています。
静岡市は2018年にＳＤＧｓ未来都市に選定され、令和４年度時点で154都

市（155自治体）が選定されています。

＜資料＞ＳＤＧｓ未来都市選定証授与式写真（田辺静岡市長（中央）・安倍首相（右隣）・菅官房長官（左隣））



ＳＤＧｓハブ都市（2018年7月）
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（３）情報発信

国連では、ＳＤＧｓの普及・達成に向け、世界各国の都市をリードし、情報
発信をする役割を担う都市を、Loca l  2 0 30  Hub（ＳＤＧｓハブ都市）に
選定しています。
2018年5月にＳＤＧｓ推進会議（国連ニューヨーク本部）での本市の取組

スピーチに対し、国連から高い評価をいただき、同年7月に本市はアジア初の
「ＳＤＧｓハブ都市」に選定されました。本市のほかにはアメリカ合衆国・
ニューヨーク州、ハワイ州、イギリス・リヴァプール市などが選定されて
います。

ＳＤＧｓハブ都市に選定されているハワイ州のイゲ州知事と
オンライン対談を行う田辺市長（令和3年3月14日）

資料：国連「Local 2030 ホームページ」



ＳＤＧｓ普及啓発事業（2019年度～2020年度）
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（４）普及啓発

静岡市の取組の3本柱（市政への組込み、情報発信、普及啓発）の中でも、
まずはＳＤＧｓを知ってもらわなければ行動につなげることはできないと考
え、市民のＳＤＧｓ認知度50％を目標に掲げ、平成30年度（2018年度）から
令和2年度（2020年度）までの3年間、普及啓発事業を重点的に実施してきま
した。



ＳＤＧｓウイーク（2019年1月3日～12日）
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（４）普及啓発

市民に「ＳＤＧｓ」という言葉や理
念を周知するため、音や光、ダンス等
とＳＤＧｓを掛け合わせ、親しみやす
い表現を取り入れたＳＤＧｓイベント
を開催しました。

28.8%

71.2%

知っている

（聞いたことはある）

知らない

2019年 静岡市ＳＤＧｓ認知度調査結果

調査日時：平成31年１月13日（日）10:00～15:00
調査場所：JR静岡駅北口地下街、JR清水駅西口付近
回 答 数：1,330件



ＳＤＧｓマンス（2020年１月３日～26日）
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（４）普及啓発

ＳＤＧｓについて「知る・理解する」
きっかけ作りを行なったＳＤＧｓウイー
クから、それぞれの「行動」につなげて
いくため、ＳＤＧｓマンスにパワーアッ
プして実施しました。

2020年 静岡市ＳＤＧｓ認知度調査結果

調査日時：令和２年２月15日（土）10:00～15:00
調査場所：JR静岡駅北口地下街、JR清水駅西口付近
回 答 数：1,208件

46.5%
53.5%

知っている

（聞いたことはある）

知らない



ＳＤＧｓシーズン（2020年11月2日～2021年1月29日）
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（４）普及啓発

新型コロナウイルス感染症の拡大を受
け、人が集い交流する形での事業開催を
断念し、オンライン等を活用した非対
面・非接触による交流・情報発信を実施
しました。

66.0%

34.0%
知っている

（聞いたことはある）

知らない

2021年 静岡市ＳＤＧｓ認知度調査結果

調査日時：令和３年３月20日、21日 10:00～15:00
調査場所：JR静岡駅北口地下街、JR清水駅西口付近
回 答 数：1,064件

庁内各課、SDGs宣言企業・団体、SDGs未来都市が参加した「SDGs
展示」 ※各区役所で開催（令和2年12月21日～令和3年1月29日）

国内外のSDGsキーパーソンが
SDGsについて考え、発信する
「静岡市SDGsフォーラム」を
開催（令和3年3月14日）
※1月17日開催を延期して開催

ＳＤＧｓ広報紙
（SHIZUOKA SDGs Press）



静岡市ＳＤＧｓ宣言（2019年10月～）
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（４）普及啓発

市内の事業所・団体等によるＳＤＧｓ活
動の促進、優良事例の発掘、横展開を図る
とともに、市内のＳＤＧｓ取組状況を国内
外に発信することを目的に、事業所・団体
から「ＳＤＧｓ宣言書」の募集を開始しま
した。

市内に支店を持つ大手企業だけでなく、
金融機関、地元企業、個人事業主、教育機
関、NPO団体、地域住民の活動グループ
等、様々な企業・団体から宣言書が提出さ
れています。

宣言事業所・団体の中には、宣言書作成
をきっかけにＳＤＧｓを意識した商品開発
や取組がなされており、宣言事業所同士が
連携して取り組む事例も生まれています。

内閣府発表の「地方公共団体のための
地方創生ＳＤＧｓ登録・認証等制度ガ
イドライン（2020年10月）」が示さ
れる1年前の2019年10月から事業開
始。全国の自治体に先駆けて宣言制度
を導入しました。



パートナーシップ

○SDGs連携アワード
(2021年度～）

○SDGsユースサミット
(2021年度～）

○SDGs学生レポーター
(2022年度～)
○SDGs宣言事業

市政への組込み
○静岡市SDGs実施指針
○静岡市創生・SDGs推進
本部設置及び会議の開催

○事務事業の実施による
SDGs推進

○第4次総合計画への
組込み・実施

情報発信
○SDGs未来都市
○Local 2030 Hub
(SDGsハブ都市)
○本市事業による情報発信
○SDGs推進イベントによる
発信
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（５）取組の新たな３本柱

市民認知度の目標達成を受け、実施指針に定めている本市における取組姿勢
について、「普及啓発」から「パートナーシップ」にシフトし、新たな３本柱
のもと、これまで以上に「パートナーシップ（連携）」を意識した取組の促進
を図っていくこととしました。
また、新たに「静岡市ＳＤＧｓ実施指針の運用基準」を策定し、ＳＤＧｓの

ロゴ等の取扱いなどについて明記し、各局・各課が作成する資料やチラシにお
けるロゴ等の正しい使用の徹底を図っています。



静岡市ＳＤＧｓ連携アワード 2021年度（令和3年度）開始
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（６）パートナーシップ

SDGsの目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」を通じた事業
所・団体間の連携した取り組みを増やすことを目的に、SDGs達成に向けて行
われる取組のうち、他の連携を誘引しやすく、汎用性の高い取組を行ってい
る２以上の異なる事業所・団体によるグループの選考・表彰を行う「静岡市
SDGs連携アワード」の応募を開始しました。
応募事例は全て事例集としてとりまとめ発信することで、取組の参考や更

なる連携機会の創出を図っています。
令和３年度は全国から４１件もの応募がありました。

↑SDGs連携アワード表彰式（R3年度）

←SDGs連携アワード事例集



静岡市ＳＤＧｓユースサミット 2021年度（令和3年度）開始
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２ 静岡市のＳＤＧｓ推進
（６）パートナーシップ

若者、パートナーシップに焦点を当てた「静岡市ＳＤＧｓユースサミッ
ト」は、2030年の社会で中心的な役割が期待される若者に向け、市内の高校
や大学等に通う学生が、自身のＳＤＧｓの取組について発信することで、同
世代の若者がＳＤＧｓの達成を目指した行動を起こすきっかけを創出すると
ともに、静岡市の若者の取組を国内外に発信しました。
本イベントは、国連が定める記念日の１つである、10月31日「世界都市

デー（Wor l d  C i t i e s  Da y）」に合わせて開催しました。

登壇者集合写真 パネルディスカッションの様子

←登壇の様子をイラストと文字で表現した
グラフィックレコーディング


